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例    言

１．本書は静岡県沼津市足高 496-1 他に所在する拓
たくなん

南遺跡の発掘調査報告書である。

２．拓南遺跡の現地発掘調査は、新日本設計株式会社が建設する駐車場の工事に先立ち、平成 21

年 4月 20日から平成 21年７月 31日まで実施した。

３．整理事業は、平成 22年度埋蔵文化財発掘調査受託事業として新日本設計株式会社から沼津市

が委託を受け、沼津市教育委員会が担当した。

４．発掘調査の関係者は以下の通りである。

　　事業委託者　新日本設計株式会社　　代表取締役　　野田泰秀

　　事業受託者　沼津市　　　　　　　　市　　　長　　栗原裕康

　　事業主体者　沼津市教育委員会　　　教　育　長　　工藤達朗　

　　事業担当者　沼津市教育委員会　　　文化財振興課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課　　　長　　上原正之（H21）　宮下義雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課 長 補 佐　　後藤 豊（H21）　 山口正文

　　調査担当者　　　　　　　　　　　　文化財調査係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　係　　　長　　高尾好之（H21）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指 導 主 事　　片桐誠一郎（H21）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　事　　原田雄紀（H21）　

　　整理担当者　　　　　　　　　　　　係　　　長　　山本恵一　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指 導 主 事　　前嶋秀張

５．整理作業の実務は前嶋が担当し、沼津市文化財センターにて行った。事務処理は、事務補助員

土屋周子が担当した。

６．報告書の作成・執筆は前嶋が担当した。遺構図版・遺物図版・写真図版の作成は、整理補助員

西川久美子・髙林千明の補助を得た。

７．遺物観察表のX座標・Y座標は、調査範囲内における任意座標で、Z座標は標高であり、遺物

の出土地点を示している。接合資料については基本的に遺物番号の小さいものの座標を示して

いるが、出土状況などから接合資料内の主体的な遺物の座標値を採用したものがある。　

８．報告書の刊行にあたっては、鈴木裕篤・高尾好之・山本恵一・池谷信之・小崎　晋・原田雄紀

の各氏に助言と協力を得ている。

９．本書に係わる発掘調査の記録および出土遺物は、沼津市教育委員会事務局文化振興課文化財調

査係（沼津市文化財センター　〒 410-0873　沼津市大諏訪 46-1  TEL 055-952-0844）で保

管している。



岩　石　名 岩　石　英　名 略語
黒曜石 Obsidian Ob
ガラス質黒色安山岩 Glassy Black Andesite GBA
チャート Chert Ch
赤色チャート Red Chert RCh
頁岩 Shale Sh
珪質頁岩 Siliceous Shale SSh
ホルンフェルス Hornfels Hor
F. ホルンフェルス F.Hornfels F.H
流紋岩 Rhyolite Rhy

デイサイト Dacite Da
安山岩 Andesite An
玄武岩 Basalt Ba
石英閃緑岩 Quarts Dirite QD
凝灰岩 Tuff Tu
緑色凝灰岩 Green Tuff GT
粘板岩 Slate Sl
泥岩 Mudstone Mu
砂岩 Sand Stone SS
礫岩 Conglomerate Co

赤玉石 Red Jasper RJa
黄玉石 Yellow Jasper YJa
石英 Quartz Qt
水晶 Rock Crystal RC
メノウ Agate Ag
玉髄 Chalcedony Cha
ヒスイ Jedeite Je
碧玉 Jasper Ja
滑石 Talc Ta
蛇紋岩 Serpentine Se

　石材略語

黒　曜　石　産　地　名 略 号
和田　フヨーライト WDHY
和田　鷹山 WDTY
和田　小深沢 WDKB
和田　土屋橋北 WDTK
和田　土屋橋西 WDTN

和田　土屋橋南 WDTM
和田　古峠 WDHT
和田　高松沢 WOTM
和田　ブドウ沢 WOBD
和田　牧ヶ沢 WOMS
諏訪　星ヶ台 SWHD

蓼科　冷山 TSTY
蓼科　双子山 TSHG
天城　柏峠 AGKT
箱根　畑宿 HNHJ
箱根　鍛冶屋 HNKJ
箱根　黒岩橋 HNKI

箱根　上多賀 HNKT
箱根　芦ノ湯 HNAY
神津島　恩馳島 KZOB
神津島　砂糠崎 KZSN
神津島　砂糠崎Ｘ KZSX
高原山　甘湯沢 THAY

　黒曜石産地略語

完形 A
赤化 A１
非赤化 A２

破損 B
礫面あり B

礫面赤変 B１
割面赤変 B11
割面非赤変 B12

礫面非赤変 B２

礫面なし C
割面赤変 C１
割面非赤変 C２

　礫群一覧表中の略号

凡　　例
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第Ⅰ章　調査の経過

第Ⅰ章　調査の経過　

第１節　調査に至る経緯
　拓南遺跡は平成 19 年 11 月 28 日付けで提出された埋蔵文化財分布調査指導申請書に基づき、

駐車場造成工事に伴って平成 20年１月 21日から同年２月８日に実施した分布調査により確認さ

れた遺跡である。沼津市教育委員会が実施した分布調査の結果、駐車場予定地内に旧石器時代から

縄文時代に至る埋蔵文化財が存在することが判明し、事業者である新日本設計株式会社に通知した。

また、遺跡の名称については静岡県埋蔵文化財保護事務に関する規則に基づいて静岡県教育委員会

と協議し、平成 21年６月４日付けで沼津市足高尾上（拓南）に所在する周知の埋蔵文化財包蔵地

名拓南遺跡（周知面積約 11,000㎡）として新規登録した（第 2図・第３図）。

　同社からは、平成 20年７月 30日付けで埋蔵文化財の発掘調査についての実施依頼申請が提出

され、平成 21年３月 23日付けで埋蔵文化財発掘調査に関わる協定書を締結した。その後、平成

21年４月 10日付けで埋蔵文化財発掘の届出書が提出され、平成 21年４月 20日付けで埋蔵文化

財発掘調査委託契約書を締結した。なお、発掘調査報告書作成のための整理事業については、平成

22年６月１日付けで埋蔵文化財発掘調査（整理事業）の委託契約を締結し、平成 22年度受託事

業として実施した。

第２節　発掘調査の方法と経過
　現地発掘調査は平成 21年４月 20日から平成 21年７月 31日まで実施した。

　調査の方法は、沼津市が導入している遺構・遺物データーベースである遺跡管理システムに基づ

く調査を行うため、調査対象地を網羅するように南西角を原点（000 － 000）とし、東方向にＸ軸、

北方向にＹ軸となる 10ｍ方眼の座標を設定し、ＸＹ交点に測量の基準となる方眼杭を設置した。

北方向は真北である。つまり原点から東へ 90ｍ、北へ 80ｍ地点の方眼杭は 009 － 008（９－８）

と表示されることとなる。また、10ｍ方眼によって区画された大グリッドの名称は、当該グリッ

ドの南西角に位置する交点の名称を使用している。（第４図）

　現地調査は、以下の経過で実施した。

４月 20日～５月１日　  発掘調査の打合せ。周辺の安全を確認する。調査機材を搬入し、重機に

より第１層表土から第２層新期スコリア層上面まで除去する。

５月７日・５月８日　　  ユニットハウス・仮設トイレを搬入し、調査区南西側に設置する。

５月 11 日～５月 15 日　調査区を精査して遺構検出を行った後、新期スコリア層（遺物包含層）

の人力掘削を開始する。また、調査区内に試掘坑を設定して休場層まで人力掘削し、土層堆積状況

と遺物包含層の把握に努める。排土置き場にしがらを設置して養生する。

５月 18 日～５月 22 日　新期スコリア層を掘削中に SX1 ～ SX3 を検出した。平面プランを確認

して検出状況の写真を撮影する。遺構の存在を想定して面的に新期スコリア層（遺物包含層）を精

査する。出土遺物は個別の状況写真を撮影し、位置を記録して取り上げる。

５月 25日～５月 29日　新期スコリア層を精査したが、新たな遺構は確認できなかった。そこで、

SX1 ～ SX3 を半截して遺構の断面や土層の堆積状況を調査し、同層での遺構検出作業を終了した。
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次に、第３層栗色土層から第５層休場層までの包含層調査に移行した。まず、包含層の概要を把握

するために調査区北側に試掘坑を設定し、第３層栗色土層から第５層休場層まで人力掘削を行った。

その結果、栗色土層から第４層富士黒土層にかけて遺物が分布していることが判明した。そこで、

栗色土層（遺物包含層）から人力掘削を開始し、富士黒土層まで順次掘り下げていくことにした。

６月１日～６月５日　栗色土層に続き、富士黒土層（遺物包含層）の人力掘削を開始する。検出し

た遺構の写真撮影を行うとともに出土遺物と土層の実測を行う。検出した遺構を調査する。

６月８日～６月 12日　富士黒土層の人力掘削を継続する。遺物出土状況・遺構検出状況の写真撮

影と出土遺物の実測と取り上げを行う。

６月 15日～６月 19日　富士黒土層の人力掘削を終了し、空中写真撮影を実施する。その後、試

掘坑を第０黒色帯まで人力掘削する。排土置場の養生を撤去する。器材搬出、ユニットハウス・仮

設トイレ・埋め戻し作業を行う。現地発掘調査を終了する。

第３節　整理事業の経過
　整理事業は平成 22年度埋蔵文化財発掘調査受託事業として、平成 22年６月１日付で事業者で

ある新日本設計株式会社（代表取締役　野田泰秀）と沼津市（沼津市長　栗原裕康）において拓南

遺跡埋蔵文化財発掘調査委託契約を締結し、実施した。

　出土遺物は、文化財センターで洗浄・注記作業を実施し、出土地点・種類別に仮収納した。次に、

分類・接合・復元を行いながら主要遺物を抽出し、実測図を作成した。トレースは Illustrator®を

利用したデジタルトレースを行った。これらの図面は、InDesign®を用いて遺構や包含層別に編集

した。さらに、接合・復元した遺物について写真撮影を行い、現地調査時の記録写真とあわせて写

真図版を作成した。

　なお、旧石器時代と縄文時代の黒曜石製石器類については、石材の原産地を特定するために、沼

津市が平成 17年度に導入した島津製作所製エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（EDX-900HS）を

用いて分析し、その結果を第Ⅳ章に記載した。この他、石器の一部は実測図作成作業の迅速化を図

るため、三次元レーザースキャニング画像に基づいたデジタル実測方法を選定し、物体表面の構造

線の自動抽出システムを特許登録する株式会社ラングに石器実測業務委託として発注した。

　検出遺構については、現地調査時に記録された測量データーをもとに、遺跡管理システム上で編

集作業を行った。これに、整理作業で得られた遺物のデーターを追加して遺構図版を作成した。こ

の図面は高精細のプリンターで出力し、印刷用版下図面として使用した。

　以上の作業と並行して、調査日誌等の記録を基本資料として報告書原稿の執筆を行った。報告

書の印刷は、市担当課である総務課に物品調達依頼書兼契約締結伺書を提出して見積もり合わせを

実施し、最低見積もり業者に原稿を入校した。校正は２校まで行い、３月 10日に納品した。３月

30 日に報告書及び実績報告書を提出し、全事業を完了した。なお、事業経費 944,420 円のうち

840,000 円は委託者である新日本設計株式会社が委託料として負担した。
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第１図　遺跡位置図（1/100,000）
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第Ⅱ章　遺跡の環境

第１節　位置と地理的環境

　発掘調査の対象となった拓南遺跡は、東名高速道路沼津インターチェンジの北北西に約２Km、

標高約 212 ｍの沼津市足高字尾上 496-1 他にあり、愛鷹山から南東方向に延びる丘陵に立地する。

この丘陵の西側には松沢川、東側には芹沢川が流れ、比高差のある谷を作り出している（第３図）。

　拓南遺跡のある愛鷹火山は、箱根火山とほぼ同時期に活動した火山である。旧期の活動は約 40

万年前に凝灰角礫岩を生成して始まり、安山岩溶岩を噴出しながら成層火山へと成長した。その後、

約 25万年前まで火山灰を噴出しているが、約 17万年前の中期の活動で山体の一部が崩落し、裾

野部に扇状地を形成している。新期の活動では、南東部に開口する馬蹄形カルデラから溶岩が流下

し、南東部に扇状の丘陵を形成した。そして、約 10万年前には袴越岳溶岩と小規模な火砕流を噴

出して活動を休止したとされる（由井 1989）。

　愛鷹山南麓には、約８万年前に始まる古富士火山の噴火活動により 20mを超えるローム層が堆

積しており、火山灰層序学的区分に基づいて堆積順に下部ローム層・中部ローム層・上部ローム層

に区分されている（愛鷹ローム団研グループ 1969）。この内、後期旧石器時代の遺物が発見され

るのは古富士火山後半の活動によって堆積した上部ローム層であり、激しい噴火で短時間に堆積し

たスコリア層と、土壌化の進んだ腐植質土壌とされている黒色帯が互層となっている。年代的には

約３万数千年前を上限とし、南関東地域の立川ロームに対応するものと考えられている。

第２節　歴史的環境
　愛鷹山麓は昭和初期に江藤千萬樹・長田実らにより清水柳遺跡、木戸上遺跡、柏窪遺跡などが考

古学界に紹介され、注目されてきた地域である。昭和30年代に入ると東海道新幹線、東名高速道路、

農地構造改善、土地区画整理等に伴う発掘調査が行われ、旧石器時代から歴史時代に至る遺跡が分

布していることが明らかになってきた。さらに、第二東海自動車道建設に伴う発掘調査では、富士

市域から裾野市域に至る広範囲に連綿と遺跡が営まれていたことが明らかとなった。

【旧石器時代】　旧石器時代の石器群は、約３万２千年前の第Ⅶ黒色帯から約１万４千年前の休場層

まで約 12枚の土層から石器群が出土し、「東海地方の地域編年」（高尾 2006）等により５期に区

分されている。なお、近年は第１期に先行する石器群として、富士川系ホルンフェルス製の石核あ

るいは礫器に和田峠産黒曜石剥片や柏峠産黒曜石を用いた縦長剥片素材の石器類が報告されてい

る。出土層位は上部ローム最下層の第Ⅳスコリア層から第Ⅶ黒色帯である。主な遺跡として元野遺

跡、秋葉林遺跡、的場遺跡がある。

　第１期は台形様石器を主体として局部磨製石斧を組成する石器群である。出土層位は第Ⅶ黒色帯

から第Ⅳ黒色帯である。環状ブロックを検出した土手上遺跡（d･e 区 -2）第Ⅴ黒色帯が代表的な遺

跡である。

　第２期は二側縁加工のナイフ形石器が出現して発展する石器群である。出土層位は第Ⅲスコリア

帯黒色帯２から第Ⅱ黒色帯である。出現期の遺跡として葛原沢第Ⅳ遺跡第Ⅲスコリア帯黒色帯２が

あり、発展期の遺跡として中見代第Ⅰ遺跡第Ⅲ黒色帯等がある。第Ⅲ黒色帯では、渕ヶ沢遺跡と鎌



第２図　周辺遺跡分布図（1:35,000）

－ 5－

第Ⅱ章　遺跡の環境



－ 6－

沢遺跡で大形の土坑群が検出されている。

　第３期は尖頭状石器・角錐状石器・円形掻器を組成する石器群である。出土層位はニセローム層

直上から第０黒色帯である。代表的な遺跡として子ノ神遺跡第０黒色帯などがある。重要な遺構は

清水柳北遺跡で石囲炉を検出している。第Ⅰ黒色帯を中心に礫群が発達する時期である。

　第４期は尖頭器が出現し、二側縁加工のナイフ形石器の組成変化に特徴がある石器群である。出

土層位は休場層である。代表的な遺跡として広合遺跡の他、国府系ナイフ形石器を出土した二ッ洞

遺跡がある。

　第５期の遺跡は細石器を主体とする石器群である。出土層位は休場層の上層を中心としている。

国指定史跡休場遺跡が有名である。

【縄文時代】

　草創期は清水柳北遺跡から絡条体圧痕文等の土器と石槍・有舌尖頭器・石鏃等の狩猟具、動物の

解体に関わる掻器・削器、加工具の礫器が出土している。竪穴住居跡は葛原沢第Ⅳ遺跡で調査され、

草創期後半の重要な遺構である。また、埋没谷の調査では、絡条体圧痕文を有する独自の土器が出

土した。

　早期は押型文土器の竪穴住居跡が中見代第Ⅲ遺跡で１棟、尾上イラウネ遺跡で８棟、清水柳北遺

跡第１次調査で２棟、大谷津遺跡で１棟検出されている。これに続く鵜ヶ島台式～茅山上層式の竪

穴住居跡は、尾上イラウネ遺跡で６棟、清水柳北遺跡で 16棟検出された。この他、元野遺跡では

クリの貯蔵穴が発見された。類似する土坑は尾上イラウネ遺跡や清水柳北遺跡で数多く検出されて

いる。

　早期の集落は前期初頭まで継続するものが多い。清水柳北遺跡では木島式の竪穴住居跡が39棟、

平沼吹上遺跡では 7棟検出されている。これ以降の遺跡は減少するが、諸磯ｂ式期には一時的に

土器と石器が残る包含層遺跡が増加する。

　中期初頭の五領ヶ台式以降に遺跡数は増加する。竪穴住居跡は井戸尻式期が広合遺跡で３棟、二ッ

洞遺跡で２棟検出される。これに続く、加曽利 E式期の柄鏡形敷石住居跡は、大谷津遺跡で検出

されている。

　後期以降縄文時代の集落は激減する。後期前葉までの遺跡が多く、晩期の土器は少ない。

【弥生時代】　

　前期は葱川遺跡で樫王式土器が出土しており、伊勢湾地方から搬入した条痕文土器とされる。

　中期の中葉から後続する時期では、二ッ洞遺跡で鴨ヶ池式の壺型土器が出土している。

　後期は、標高 100 ｍ～ 200 ｍの地点に高地性集落が分布している。竪穴住居跡が集中する植出

遺跡、環壕で区画された尾上Ⅱ橋遺跡、方形周溝墓が群をなす二本松遺跡などがある。後期後葉～

古墳時代初頭にかけては、墳丘墓が出現する。中見代第Ⅰ遺跡では大小の墳丘墓、尾上Ⅲ橋西遺跡

からは４基の墳丘墓が検出された。第１号墓は中央の主体部が二重の掘り方を持ち、土製勾玉が出

土している。植出遺跡では３基の方形周溝墓が検出され、ガラス勾玉とガラス小玉が出土した。
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【古墳・奈良時代】

　最初に築かれる古墳は前方後方墳の辻畑古墳である。全長約 62ｍ、後方部幅約 35ｍ、前方部

幅約 24 ｍ、墳丘盛土高約４ｍの規模である。主体部は木棺直葬で銅鏡 1～ 2面、槍 1点、鉄鏃

10点以上、ヤリ鉋 1点等が出土した。土師器の特徴から古墳時代前期初頭の３世紀代の古墳の可

能性が高いとされる。

　後期前半の前方後円墳は、円筒埴輪列を有する長塚古墳・子ノ神古墳の二基が築かれている。後

半になると石川古墳群、井出古墳群などの群集墳が分布する。ここからは、装飾付太刀が出土して

おり、被葬者と支配者層の関係を示す貴重な資料となっている。

　清水柳北遺跡では８世紀初頭の上円下方墳が検出されている。方形の基壇の上に築かれた円丘の

中央には火葬骨を納めた１ｍあまりの大形石櫃が安置されていたとされる。

　前期の集落は、八兵衛屋敷遺跡、八兵衛洞遺跡、築地鼻北遺跡、大廓遺跡が知られる。これらの

集落は弥生時代後期後半から古墳時代前期に継続するものが多く、在地性の強い土器が用いられる。

　中期の集落は尾崎遺跡で７軒検出している。平面プランは方形あるいは長方形で土師器の壺・甕・

高杯・鉢などが出土している。これらの集落は一般的なもので、前方後方墳や前方後円墳などの被

葬者を推定しうる首長居館は確認されていない。

【奈良・平安時代】

　平安時代の遺構として経筒がある。千鳥道経塚は銅鋳製経筒の蓋に仁安３年（1168）の紀年銘

と大檀主・平助宗や勧進僧・覚薗、大工・藤原国行等の人名が陽刻される。経筒外容器として尾張

の猿投窯や常滑窯産の陶器を使用し、中国製の白磁合子が出土している。

　三明寺経塚は銅板製経筒に建久７年（1196）の紀年銘の他、藤原貞宗、源守包、伴宗長、紀家

重の施主名や女施主として藤原、橘、源の氏名が陰刻されており、墨書されている僧忠円によって

勧進され、賛同した人々が夫婦で写経し奉納したとみられる経塚である。

【中世】

　中世おける沼津は、駿河・伊豆・相模及び甲斐の国境に位置することから、政治的・軍事的に重

要な地域であった。特に戦国期には北条・武田・今川といった戦国大名が割拠して軍事的な拠点が

構築されている。中でも愛鷹山麓の裾部を通る根方街道には、興国寺城や東熊堂砦などの城が構築

され、街道の要所に在地土豪が屋敷を構えていたとされる。特に興国寺城跡では発掘調査により伝

天守台跡、伝船着き場跡、本丸・二の丸間の掘や土橋、本丸虎口が明らかとなり、二の丸ではそれ

らに先行する三日月掘も確認されている。遺構は東西方向の掘・南北方向の溝とピットで区画され

た城館跡とされ、16世紀前半の片口や擂鉢等が出土している。
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第３節　遺跡の層位

　分布調査では、試掘坑を約２ｍの深さに掘削して、第５層休場層を確認した。ただし、TP3 は

第１層表土から第７層第Ⅰスコリア層まで削平を受けていたので、第８層第Ⅰ黒色帯から第 12層

第Ⅲ黒色帯まで調査した。なお、駐車場造成工事に先立つ本調査では、工事掘削が及ぶ範囲を休場

層まで調査した（第４図、第５図）。

　以下、分布調査及び本調査で観察した第１層～第 13層の特徴について概略を述べる。

　第１層　表土　現在の耕作土である。層厚は 20cm前後である。

　第２層　新期スコリア層（新 SC）　10YR3/3　暗褐色を呈する。スコリアやパミスを 10％含む。

本層に含まれるカワゴ平パミスは BP2,830 ± 120 と BP3,250 ± 70 とされる。層厚は

10cmから 30cmである。 

　第３層　栗色土層　（KU）　7.5YR3/2　黒褐色を呈する。スコリアやパミスを 2％含む。黄褐色

のローム層に類似するが、休場ローム層より明度が暗い。粒子も粗く、粘性に乏しい。

縄文時代前期から中期の包含層である。層厚は 20㎝から 80cmである。

　第４層　富士黒土層　（FB）　7.5YR2/1　黒色を呈する。スコリアやパミスを１％含む。縄文時

　　　　　代早期の包含層である。層厚は 20㎝から 50cmである。

　　　　　漸移層　（ZN）7.5YR3/2　黒褐色を呈する。層厚は 5cm前後である。富士黒土層は漸

　　　　　移層を挟んで休場層に移行する。

　第５層　 休場層　（YL）　10YR3/4　暗褐色を呈する。層厚は 20cmから 50cmである。休場層

は細分が試みられているが、本遺跡では分層できなかった。

　第６層　第０黒色帯　（BB0）　「休場層下部黒色帯（YLLB）」と呼ばれていたが「BB0」という名

　　　　　称に変更している。黒褐色を呈する。赤褐色・燈色のスコリアを比較的多く含む。

　第７層　第Ⅰスコリア層　（SC Ⅰ）　燈色のスコリア層である。層厚は 15cmである。ドライカ

　　　　　レー状の堅いスコリアで、粒径の異なるスコリアが重なっている。

　第８層　第Ⅰ黒色帯　（BBⅠ）　層厚は 30cmである。下半部では比較的黒味が強くスコリアが

　　　　　少ないのに対して、上半部では風化の進んだ細かいスコリアが多く含まれる。

　第９層　ニセローム層　（NL）　15cmから 20cmの層厚をもつ。色調は黄褐色を呈し、離れる

　　　　　とローム層のようにみえるが、スコリアと火山ガラスからなる層である。この層中には

　　　　　姶良・丹沢パミス（AT）が含まれる。ニセローム層上半部は径数mm以下の比較的細

　　　　　かい風化の進んだスコリアが主体をなし、下半は火山ガラスが主体となる。

　第 10 層　第Ⅱ黒色帯　（BB Ⅱ）　20cm ～ 23cm の層厚があるが、下部には径 10mm～５mm

　　　　　　の比較的大粒のスコリアが多く含まれる。

　第 11層　第Ⅱスコリア層　（SCⅡ）ブロック状の構成を示して不安定なため、明瞭な区分は困

　　　　　　難である。

　第 12層　第Ⅲ黒色帯　（BB Ⅲ）　層厚は約 20cmで、漆黒色を呈して遠目からもよく目立つ層

　　　　　　準である。下部ではスコリアの含まれる量がやや多くなる。



第 4図　グリッド配置図
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　第 13 層　（SC Ⅲ－ s1）　第Ⅲスコリア帯スコリア１　粒形の揃ったスコリアが密集しており、

第 12層との境界は比較的明瞭である。

　本調査ではNS1 セクション（東壁）とNS2 セクション（西壁）と EW1セクション（北壁）の

土層堆積状況を観察した。基本的に土層は緩斜面に沿ってほぼ平行に堆積しているが、東西方向

の土層は東側に向けて層厚が厚くなる傾向があった。
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第Ⅲ章　調査の結果

第１節　旧石器時代の遺構と遺物
　旧石器時代の遺構と遺物は、松沢川と芹沢川に挟まれた尾根に分布していた。これらの礫・石器

は、出土層位・水平分布・垂直分布を検討し、休場層を生活面とする文化層として認識した。

（１）休場層の遺構と遺物の分布状況（第６図）

　休場層の遺構と遺物は、調査区北側を中心に礫・石器が分布していた。石器は調査区北側でブロッ

クを形成していたが、礫は単独出土であった。

①遺構

　休場層からは、単独礫１点と２箇所のブロックが検出された。

ａ．ブロック

　休場層検出の遺物は、２箇所のブロックから検出された 33点と単独出土の３点、合計 36点の

石器群によって構成されている。ブロックは調査区北側に位置し、調査区外と縄文時代の包含層へ

連続していた。

第１号ブロック（第７図）　

　調査区北側の８～９－９グリッドで確認したブロックである。南側には 0.7 ｍの距離を隔てて第

２号ブロックが検出されている。ブロックの規模は、長軸約 4.2 ｍ、短軸約 1.2 ｍである。石器類

は標高 210.98 ｍ～ 211.27 ｍにかけて約 29cmのレベル差が生じていた。確認された石器群はナ

イフ形石器１点、加工痕のある剥片 1点、石核５点、剥片・砕片 19点である。　

第２号ブロック（第７図）　

　調査区北側の８～９－８～９グリッドで確認したブロックである。北側には 0.7 ｍの距離を隔て

て第１号ブロックが検出されている。ブロックの規模は、長軸約 2.7 ｍ、短軸約 2.1 ｍである。石

器類は標高 210.88 ｍ～ 211.21 ｍにかけて約 33cmのレベル差が生じていた。確認された石器群

は剥片・砕片 7点である。

②遺物

　休場層検出の遺物は、調査区北側の２箇所のブロックから検出された 33点と単独出土の 3点、

合計 36点の石器群によって構成されている。石器群の内訳は、ナイフ形石器１点、加工痕のある

剥片１点、石核５点、剥片・砕片 29点であった。出土した石器類は少量で、石器群の主体となる

ナイフ形石器も１点出土しているにすぎない。したがって、これらの石器類が当該期の内容のすべ

てを示しているとは考えられないが、ここではこれらの石器類の特徴をとらえていくことにしたい。

ナイフ形石器（第８図１）

　ナイフ形石器は二側縁加工のものが１点出土した。第８図１は和田小深沢産の黒曜石を石材とす

る。最大長が 2.9cm である。これは刃部を除く両側縁にブランティングによる調整を加え、刃部

と接する部分に先端を作出したものである。ブランティングは主要剥離面側と剥離面側から行われ

ている。刃部には使用痕と思われる微細な剥離が観察された。素材の剥離面と主要剥離面の剥離痕

は、180 度と 90度剥離方向が異なるものであった。このようなあり方から、素材となった石刃の
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第６図　休場層石器分布図

生産技術の中には、180 度打面転移を行う工程と 90度打面転移させている工程が存在するものと

思われる。

加工痕のある剥片（第８図２）

　第８図２は箱根畑宿産の黒曜石を石材とする。加工痕のある剥片である。左側縁に刃部のような

調整が施されたもので、剥離面側から数回の粗い加工が加えられているものである。

石核（第８図３～第９図７）

　石核はａ類：サイコロ状を呈する石核、ｂ類：明確な剥片剥離作業を行わない石核に大別した。

ａ類　サイコロ状を呈する石核。

　剥片剥離作業が二方向以上に観察されるものである。第 8図 3・4は富士川系ホルンフェルスを
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第７図　第１号・第２号ブロック実測図
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石材とする。２面の剥離作業面をもち、剥離作業面が正面と右側面に認められる。正面の剥離作業

面は、上面と側面から 90度異なる剥離痕が観察できる。右側面の剥離作業面には、上設打面から

の剥離作業（4）と正面の剥離作業面を打面とする剥離作業（3）の剥離痕が残る。上設打面の調

整は正面と側面からの調整剥離（4）と側面からの調整剥離（3）がある。裏面に礫面を残すもの（4）

や裏面から左側面に礫面を残すものがある（3）。

ｂ類　礫に数回の剥離を加えた石核。

　明確な剥片剥離作業が行われたものではなく、打面を形成して礫面を除去するような数回の剥離

を加えたもの（6・7）２点や剥片に剥離を加えたもの（5）１点が出土した。6は富士川系ホルンフェ

ルスを石材とする。上面に打面が形成され、正面に２回の剥片剥離を加えたものであるが、素材礫

の礫面を除去する程度の剥離で放棄されたものである。7は富士川系ホルンフェルスを石材とする。

石核素材と思われる礫に打面が形成され、３回の剥離が加えられているもので、石核というよりは

素材礫に近いものである。5は箱根畑宿産黒曜石を石材とする。分厚い剥片素材の石核で、正面の

剥離面を打面として裏面を剥離作業面としたものである。剥離痕の観察では、定形的な剥片を作出

した痕跡は認められない。

接合資料（第 10図８～ 10）

　接合資料は 3点確認した。第 10図 10 は富士川系ホルンフェルス製の石核１点（第 8図 4）と

剥片５点の接合で、これらの接合状態が 10である。接合状態は、石核に打面の調整剥片２点と正

面を剥離作業面とする剥片２点と右面を打面とする剥片１点が接合している。剥片の剥離過程は、

まず上設打面の調整剥離（208 → 305）が施される。次に、上設打面からの剥片剥離作業を行う

（314 → 206）。さらに、右面の剥離作業面を打面として剥離作業面の調整剥離を行う（330）。剥

離面の観察では、上設打面の調整剥離の後、上設打面から右面を剥離作業面とする剥片剥離作業の

剥離痕が残っている。

　第 10図８・９は富士川系ホルンフェルス製の剥片２点の接合状態である。接合状態は、石核か

らの連続的な剥離を示している。剥離面の観察では、単設打面石核からの連続的な剥離が認められ

る。８は剥片の剥離過程が 188 → 310 である。剥離面の観察では、単設打面石核から 188 を剥離

した後、打面調整を施して 310 を剥離したものである。９の接合状態は石核素材の円礫から礫面

を除去する段階を示している。剥片の剥離過程は、315 → 328 である。
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第 11図　縄文時代全体図
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第２節　縄文時代の遺構と遺物

　本遺跡で確認された縄文時代の遺構は、性格不明の遺構（SX）と遺物包含層があり、そこから

出土した土器、石器、礫などの遺物がある。

（１）縄文時代の遺構と遺物の分布状況（第 11図～第 13図）

　検出されたSX1～ SX3は、調査区内の東側に分布をしており、規則的な配列は認められなかった。

これらの SXは遺物を出土したものが少なく、明確な構築時期を決定できる状況にないが、出土遺

物と SXの形態、覆土の類似性から縄文時代早期に構築されたものと推定している。

（２）遺構

①性格不明の遺構

　検出された SXは３基である。これらは平面形と断面形から不正形な形状のものに分類した。

SX1（第 14図）

　調査区東側の９－８グリッドに位置する。確認面の平面形態は不正形を呈する。大きさは確認面



第 12図　縄文土器分布図
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で長軸 70cm×短軸 50cmで、深さは確認面から 50cmと深いものであった。断面形はＵ字状を

呈しながら立ち上がる。覆土は、黒色で粘性がやや強く、しまりは弱い。粒径 5mm～ 3mmのス

コリアを 1％含む。炭化物を主体として富士黒土層・栗色土層・新期スコリア層がブロック状に混

じり合う。

SX2（第 14図）

　調査区東側の９・10－８グリッドに位置する。確認面の平面形態は不正形を呈する。大きさは

確認面で長軸 140cm×短軸 50cmで、深さは確認面から 50cmと深いものであった。断面形はＶ

字状を呈しながら立ち上がる。覆土は、黒色から黒褐色で粘性が強く、しまりがある。粒径 5mm

～ 1mmのスコリアを 2％含む。富士黒土層に類似する。

SX3（第 14図）

　調査区東側の 9－８グリッドに位置する。確認面の平面形態は不正形を呈する。大きさは確認

面で長軸 130cm×短軸 90cmで、深さは確認面から 50cmと深いものであった。断面形は鍋底状



第 13図　縄文石器分布図
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を呈しながら立ち上がる。覆土は、黒褐色で粘性が強く、しまりがややある。粒径 5mm～ 1mm

のスコリアを 1％と粒径 5mm～ 3mmの炭化物を微量含む。富士黒土層に類似する。

（３）　遺物

　縄文時代の遺物包含層は第２層新期スコリア層～第４層富士黒土層に形成されていた。遺物は縄

文時代早期前葉から縄文時代早期後葉に属する土器 55点、石器 20点、礫 179 点が出土しており、

特に早期前葉の押型文系と早期後葉の条痕文系の土器が多かった。

①縄文土器

　１群　押型文系土器

　ａ類　山形文を施す土器　（第 14図 1～ 5）

　第 15図 1～ 2は山形押型文を異方向に帯状施文する土器である。やや外反する口縁をもち、口

唇部に刺突がめぐる。一山の高さ 4mm、一山の長さ 6mmの山形文が施される。施文部以外はナ

デが施されて平滑である。口縁部の内面には横位の山形文が１㎝の幅で施される。これらの土器は



第 14図　SX1･SX2･SX3 実測図
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器壁が 5mm～ 4mmと薄く、透明から半透明の微細な白色粒子と金色の雲母を含む。

　3～ 5は山形押型文の縦位の帯状施文が認められる胴部の破片であり、1～ 2に類似する特徴を

もつ。これらは樋沢式に併行する押型文である。

　ｂ類　押型文に併行する土器　（第 14図 6）

　第 15図 6は比較的小粒の単節 RL の縄文を斜方向に施文する。器壁が 6mmと薄く植物繊維は

含まれない。押型文に類似する胎土である。

　２群　条痕文系土器　

　ａ類　低い隆帯に縄文を施文する土器　（第 14図 7～ 13）

　第 15図７～ 13は頸部に二条の低い隆帯を横方向に貼付して口縁部文様帯を構成し、比較的大

粒の単節 RL の縄文を施す。内面は幅 3mmほどの広い条痕で整える。器壁は 11mm前後と厚く、

胎土には 4mm～ 1mmのデイサイト様の灰白色粒子を含み、繊維を混入した痕跡が残る。

　８～９は口縁部の破片で口唇部に篦状工具による刻みが施文される。８は内面に幅 3mmほどの
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幅広い条痕が残る。９は外面に単節の RLの縄文を施す。器壁は 10～ 13mmと厚く、繊維を混入

した痕跡が残る。

　ｂ類　低い隆帯に条痕を施す土器　（第 14図 14～第 15図 22）

　第 15図 14～第 16図 22は口縁部付近へ横方向に二条の隆帯を貼付け、器面の内外面を条痕で

整える。器壁は 11mm前後で素地に繊維を混入した痕跡が残る。

　22は底部付近の破片で尖底になると思われる。23～ 24 は胴部の破片で器面の内外面を条痕や

擦痕で整える。器壁は 11mm前後で素地に繊維を混入した痕跡が残る。これらの条痕文系土器は

茅山上層式に比定される。

②石器　

　縄文時代の石器は 20点出土した。このうち、定形的な石器は、礫斧３点、磨石２点　石皿３点

があり、このほか加工痕のある剥片１点、使用痕のある剥片１点、剥片・砕片 10点がある。これ

らはすべて縄文時代に属するものと思われるが、出土土器の比率に準拠すれば、おおむね縄文時代

早期前葉の押型文や早期後葉の条痕文系土器群に伴う石器群と考えられよう。

加工痕のある剥片（第 17図 1）

　1は片面に加工痕のある剥片である。器体は左右対称で中央に最大幅を有している。下端部は先

鋭で断面形がD字状を呈する。素材剥片の主要剥離面側から行われる急斜度の調整で刃部を整える。

石材は和田土屋橋北産の黒曜石である。

使用痕のある剥片（第 17図２）

　２は使用痕のある剥片である。幅広い剥片を素材として、鋭利な縁辺の一部に使用痕と考えられ

る細かな剥離の認められる剥片である。石材はガラス質黒色安山岩である。

磨石類（第 17図３～４）

　３～４は磨石類である。磨石だけでなく、敲石としての機能も併せ持つものが多いことから磨石

類とした。３はいわゆる特殊磨石で円礫の稜線部に細長く磨面が残る。４は磨石＋敲石で表面に磨

面があり、下端部に敲打痕と衝撃剥離が観察できる。石材はいずれも安山岩製である。

礫斧（第 17図５～７）

　５～７は礫斧で、礫の一端に剥離を加え刃部を作出したものである。刃部は片刃のものが多い。

５と６は板状礫を素材として短冊状の片刃礫器としたもので、調整は裏面の自然面を打面として大

きな剥離で器体を薄く整え、素材の縁辺に自然面を打面とする小さな剥離を数回繰り返して刃部と

している。７は重量のある平坦な礫の端部に片面から数回の剥離を加えて片刃の礫器としたもので

ある。石材は全てデイサイト製である。

石皿（第 18図８～９）

　８～９は石皿である。いずれも無縁型で平坦面に磨り面が残る。８は板状の円礫を素材として片

面に磨り面が観察できるが、あまり使用が進んでいない。９は板状礫の片面に磨面が観察できる石

皿で、あまり使用が進んでいない。大きく破損している。石材は安山岩製である。
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第Ⅳ章　蛍光Ｘ線分析法による拓南遺跡出土黒曜石の原産地推定

                                                              　　　 池 谷 信 之

１．はじめに

　沼津市文化財センターでは、第二東名高速自動車道路関係の整理事業において取り扱う膨大な黒

曜石製石器に対応することを目的として、平成 17年度に島津製作所製エネルギー分散型蛍光X線

分析装置 EDX-900HS を導入した。これ以降、市内の遺跡については独自に産地推定を行っている。

　

２．分析対象

　分析対象は拓南遺跡出土の黒曜石製石器 11点である。旧石器時代・縄文時代ともに出土黒曜石

のうち，分析可能なサイズのものすべてを対象とした。

３．分析方法

　ａ．原産地推定法

　エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析（EDXRF）は一次Ｘ線（励起Ｘ線）を照射したとき、その物質

に特有の波長の二次Ｘ線（蛍光Ｘ線）が発生することを利用した方法である。その原理や具体的な

手続きについては、複数の研究者による紹介があるので、ここでは重複を避ける。蛍光Ｘ線分析法

の特徴として、非破壊で１点あたりの測定に要する時間が数分と短く、機器の価格を含めた測定コ

ストが他の化学分析に比べて低い点が挙げられる。　

　ｂ．測定条件　

    　測定機器　  島津製作所製蛍光X線分析装置 EDX-900HS（エネルギー分散型）

   　 X 線管球　　Rhターゲット

電圧　　　軽元素側（～Ｋ）側：15kVA　重元素側（Ti ～）：50kVA

電流　　　自動（1000 μ A）　　　　　    照射径　　　10㎜

検出器        SSD 検出器　　　　　　　　    雰囲気　　　真空

測定時間　軽元素側（～Ｋ）側：200 秒　重元素側（Ti ～）：200 秒

　ｃ．原産地試料  

　対比資料となる原産地黒曜石については、和田（WD）エリア・和田（WO）エリア・諏訪エリア・

蓼科エリア・天城エリア・箱根エリア・神津島エリア・高原山エリアの各地点から採集した。エリ

ア内の地点については、紙数の関係から記載を省略した。

   ｄ．原産地推定方法

　上記の測定条件のもと、まず遺跡出土石器の対比資料となる原産地黒曜石の測定を行った。

その結果、珪素（Si）・カルシウム（Ca）・カリウム（Ｋ）・チタン（Ti）・クロム（Cr）・マンガン（Mn）・

鉄（Fe）・亜鉛（Zn）・ルビジウム（Rb）・ストロンチウム（Sr）・イットリウム（Ｙ）・ジルコ

ニウム（Zr）・ニオブ（Nb）・スズ（Sn）が検出された。
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第Ⅳ章　黒曜石産産地分析



第１表　黒曜石原産地推定結果
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　〈判別図による推定〉　

　測定された元素の強度にもとづいて、以下の指標を計算し、判別図を作成する。

Rb強度× 100/(Rb 強度 +Sr 強度 +Y強度 +Zr 強度 )　→　第 20図のＸ軸

Mn強度× 100/Fe 強度　　　　　　　　　　　　　 →　第 20図のＹ軸

Sr 強度× 100/(Rb 強度 +Sr 強度 +Y強度 +Zr 強度 )    →　第 21図のＸ軸

log(Fe 強度 /K 強度 )                           　　　　　　　 →　第 21図のＹ軸

　２つの判別図上に、さらに遺跡出土黒曜石の測定結果をプロットし（△印）、その分布範囲の重

なりから産地を判断する。

　〈判別分析 ( 多変量解析）による推定〉　判別図法の判断を検証するために多変量解析の一手法で

ある判別分析を行い、マハラノビス距離と帰属確率を求めている。　

４．推定結果

　分析資料１点ごとの推定結果を第１表に示した。分析番号 01 ～ 06 の帰属時期は旧石器時代，

分析番号 07～ 11 の時期は縄文時代として扱われているが，ともに１点を除き箱根畑宿産黒曜石

という結果となった。
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第Ⅴ章　調査の成果

第Ⅴ章　調査の成果

旧石器時代

　本文化層は、２箇所のブロックから検出された 33点と単独出土の 3点、合計 36点の石器群に

よって構成される極めて小規模な文化層である。また、２箇所のブロックは近接して形成されてお

り、ブロック範囲は調査範囲外まで広がると考えられる状況にあった。

　石器組成はナイフ形石器を組成する文化層で、これに僅かな量の加工痕のある剥片１点、石核５

点、剥片・砕片 29点が伴う。

　ナイフ形石器は中形の二側縁加工のものが１点認められたものの、量的に乏しい傾向にあった。

　石材組成は、第一石材が富士川系ホルンフェルス 30 点（83％）、1,361.3g（98％）であり、出

土点数・重量ともに比率が高い。この他、第二石材が黒曜石６点（17％）、28.6g（２％）である。

　石器石材は、ナイフ形石器１点が黒曜石である。一方、石核石材は富士川系ホルンフェルス４点、

黒曜石１点と富士川系ホルンフェルスが占める割合が高く、剥片も富士川系ホルンフェルス 22点

（419.5g）、黒曜石１点（3.4g）と富士川系ホルンフェルスが多い傾向にある。

　剥片剥離技術は、接合資料の観察から石刃・縦長剥片を目的としていたと思われる。剥片の観察

では、剥片剥離方向を一定方向にしたもの，対向する二方向から剥片剥離を行う 180 度の打面転

移技術をもつもの，90度の打面転移を行うものが認められた。この他、礫素材の石核に粗い打面

形成と剥片剥離を行うものが認められた。

　本文化層は、第５層休場層を中心とした垂直分布が認められたもので、愛鷹ローム層の最上層か

ら出土している。これまで休場層では多様な石器群が出土しているが、本文化層にナイフ形石器が

組成されることから、ナイフ形石器石器群の中では最も新しい時期の石器群と推定される。ナイフ

形石器は二側縁加工のものがあり、石刃を素材として製作されている。石核と接合資料は石刃・縦

長剥片を目的としていたことが推測される。このような剥片剥離の状況から本文化層は石刃技法を

技術基盤としていた可能性が高いと思われる。そして、「東海地方の地域編年」（高尾 2006）に準

拠すれば、本文化層は第４期の石器群として位置づけられよう。

縄文時代

　本遺跡で検出された縄文時代の遺構と遺物は、性格不明の遺構３基と土器 55 点、石器 20 点、

礫 179 点など総計 254 点であったが、調査区全体に遺構と遺物包含層が広がっていたことを確認

することができた。ここでは、遺構と遺物について簡単にまとめておく。

　検出された SX3 基は、平面形態が不整形な形状のものに分類される。その規模は、長軸 70cm

～140cm×短軸50cm～90cm×深さ50cmであり、調査区東側に偏在することが確かめられたが、

SXに伴う遺物は少なく、所属する時期の決定を困難にしている。一方、覆土は SX1 が炭化物を主

体として富士黒土層～新期スコリア層がブロック状に混じり合う特徴を示し、SX2・SX3 が富士黒

土層に類似することから構築年代の相違が覆土の堆積に反映しているものと考えられる。出土遺物、

覆土の状況からおおむね、SX2・SX3 が縄文時代早期に位置づけられるものと考えられる。そして、

SX1 は覆土に新期スコリアを含有することから、SX2・SX3 より新しい段階に構築されたものと思
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われる。本遺跡で検出された性格不明の遺構は集落の構成施設ではないが、出土した土器・石器・

礫から推定すると、周辺部には縄文時代早期に属する野営地が存在した可能性が高いと思われる。

　本遺跡で出土した土器は、総点数 55点であった。遺構外出土の土器は、そのほとんどが富士黒

土層から栗色土層にかけて出土している。これらの土器は型式学的な特徴から縄文時代早期前葉と

早期後葉に分類され、そのほか小破片のため時期不明とした 1群を加えて３群に分類された。組

成比は、縄文時代早期後葉がやや多い傾向にあった。

　第１群は早期前葉の山形押型文を異方向に帯状施文する土器である。やや外反する口縁をもち、

口唇部に刺突がめぐり、内面には横位の山形文が施される。器壁が薄く、透明から半透明で微細な

白色粒子と雲母を含む。これらの特徴から樋沢式に併行する押型文土器と位置づけられる。

　第２群は早期後葉の条痕文系土器である。これらは、低い隆帯に縄文を施文するものと条痕で整

えるものがあり、口縁部付近に横方向に二条の隆帯を貼付け、器面の内外面に条痕が施される点や、

器壁は 11mm前後で素地に繊維を混入した痕跡が残り、デイサイト様の不透明な灰白色粒子を含

む特徴から、茅山上層式に比定されるものである。

　本遺跡出土の石器は総数 20 点で、剥片・砕片を除いた石器は 10 点である。これらの石器は、

縄文時代早期前葉と早期後葉のものが混在していることが予想されるが、各に特徴的な石器を抽出

することが困難であるため、全体としての組成について概観することとする。出土石器は加工痕の

ある剥片１点、使用痕のある剥片１点、磨石類２点、石皿３点、礫斧３点である。この中では狩猟

具である石鏃や工具・加工具等が欠落し、食料加工具がわずかながらも組成していることが特徴と

なっている。これは、本遺跡が一時的に食料加工具を用いる場所として利用されたこと示唆してい

ると言えよう。
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7

8
19
0

GR
ID

KU
縄
文
土
器

2a
9-
7

90
.2
59

78
.1
15

21
0.
78
1

9
16
8

GR
ID

KU
縄
文
土
器

2a
9-
7

90
.7
05

79
.7
41

21
0.
82
5

10
17
3

GR
ID

KU
縄
文
土
器

2a
9-
8

90
.8
50

80
.6
19

21
0.
92
6

11
29
5

GR
ID

KU
縄
文
土
器

2a
9-
7

90
.7
41

79
.7
37

21
0.
75
0

12
-

GR
ID

攪
乱

縄
文
土
器

2a
-

-
-

-

13
15
8

GR
ID

KU
縄
文
土
器

2a
9-
7

92
.7
86

78
.8
83

21
0.
81
6

14
16
7

GR
ID

KU
縄
文
土
器

2a
9-
7

90
.8
57

78
.1
87

21
0.
80
7

15
15
4

GR
ID

KU
縄
文
土
器

2a
9-
8

96
.4
65

81
.0
80

21
0.
70
9

16
15
3

GR
ID

KU
縄
文
土
器

2a
9-
8

95
.3
04

81
.5
02

21
0.
95
3

17
29
4

GR
ID

KU
縄
文
土
器

2a
9-
7

90
.7
61

79
.7
80

21
0.
79
2

18
13
5

GR
ID

FB
縄
文
土
器

2a
9-
8

97
.9
16

82
.8
99

21
0.
37
3

19
20
3

GR
ID

KU
縄
文
土
器

2b
8-
8

89
.6
67

84
.1
04

21
1.
36
0

20
17
1

GR
ID

KU
縄
文
土
器

2b
9-
7

91
.0
51

79
.7
45

21
0.
72
3

21
17
0

GR
ID

KU
縄
文
土
器

2b
9-
7

90
.9
62

79
.8
60

21
0.
81
7

21
17
2

GR
ID

KU
縄
文
土
器

2b
9-
8

90
.9
70

80
.0
75

21
0.
82
3

22
12
2

GR
ID

KU
縄
文
土
器

2b
9-
8

99
.6
31

84
.9
05

21
0.
78
4

22
14
6

GR
ID

FB
縄
文
土
器

2b
10
-8

10
0.
03
8

84
.8
98

21
0.
57
4

23
20
2

GR
ID

KU
縄
文
土
器

2b
8-
8

89
.7
05

84
.9
27

21
1.
36
2

24
50

GR
ID

新
SC

縄
文
土
器

2b
9-
9

92
.7
94

91
.4
22

21
1.
70
0

18
GR
ID

KU
L

縄
文
土
器

7-
16

75
.9
80

16
4.
54
6

22
0.
88
8

19
GR
ID

KU
L

縄
文
土
器

7-
16

74
.2
77

16
3.
43
3

22
0.
88
9

第
２
表
　
旧
石
器
時
代
休
場
層
石
器
一
覧
表

第
３
表
　
旧
石
器
時
代
休
場
層
礫
一
覧
表

第
４
表
　
縄
文
時
代
土
器
一
覧
表
（
１
）
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図
版
番
号

遺
物
番
号

接
合
番
号

出
土
遺
構

層
位

種
別

分
類

大
グ
リ
ッ
ド

Ｘ
座
標

Ｙ
座
標

Ｚ
座
標

20
GR
ID

FB
縄
文
土
器

7-
16

74
.1
55

16
3.
90
2

22
0.
73
5

21
GR
ID

FB
縄
文
土
器

7-
16

74
.2
65

16
3.
66
8

22
0.
72
8

22
GR
ID

FB
縄
文
土
器

7-
16

74
.2
24

16
3.
29
2

22
0.
70
4

39
GR
ID

KU
U

縄
文
土
器

9-
8

90
.3
47

83
.6
55

21
1.
46
9

41
GR
ID

KU
L

縄
文
土
器

9-
8

90
.3
56

84
.3
90

21
1.
35
7

43
GR
ID

FB
縄
文
土
器

9-
8

91
.1
13

84
.7
22

21
1.
03
2

10
8

GR
ID

新
SC

縄
文
土
器

9-
8

98
.8
37

87
.7
49

21
1.
13
0

13
1

GR
ID

FB
縄
文
土
器

9-
8

98
.8
99

81
.4
59

21
0.
46
7

13
3

GR
ID

FB
縄
文
土
器

9-
8

98
.1
83

82
.7
03

21
0.
37
8

13
4

GR
ID

FB
縄
文
土
器

9-
8

98
.1
29

82
.6
80

21
0.
38
3

14
2

GR
ID

FB
縄
文
土
器

9-
8

99
.6
94

80
.1
09

21
0.
02
0

15
5

GR
ID

KU
縄
文
土
器

9-
8

90
.1
65

83
.4
70

21
1.
35
1

15
6

GR
ID

KU
縄
文
土
器

9-
8

90
.5
46

82
.6
12

21
1.
08
5

15
7

GR
ID

KU
縄
文
土
器

9-
8

92
.3
76

80
.0
14

21
1.
03
8

15
9

GR
ID

KU
縄
文
土
器

9-
7

91
.8
03

79
.5
43

21
0.
56
1

16
1

GR
ID

KU
縄
文
土
器

9-
7

91
.5
54

79
.5
34

21
0.
65
7

16
2

GR
ID

KU
縄
文
土
器

9-
7

91
.5
48

79
.5
61

21
0.
65
5

16
6

GR
ID

KU
縄
文
土
器

9-
7

91
.0
48

78
.1
86

21
0.
70
7

17
4

GR
ID

KU
縄
文
土
器

9-
8

90
.0
67

80
.4
25

21
0.
76
6

17
5

GR
ID

KU
縄
文
土
器

9-
8

94
.9
54

82
.1
99

21
0.
66
9

20
1

GR
ID

KU
縄
文
土
器

8-
8

88
.5
37

85
.0
79

21
1.
30
7

20
4

GR
ID

FB
縄
文
土
器

8-
8

88
.7
29

85
.0
92

21
1.
12
7

21
1

GR
ID

FB
縄
文
土
器

9-
8

95
.1
78

89
.2
47

21
1.
45
7

25
2

GR
ID

FB
縄
文
土
器

9-
8

98
.8
76

88
.7
67

21
1.
21
3

図
版

番
号

遺
物
     

番
号

接
合
       

番
号

調
査
区

遺
構

層
位

器
種

石
材

黒
曜
石
    
 

産
地

長
さ

(c
m
)

厚
さ

(c
m
)

幅
   

(c
m
)

 重
さ

(g
)

Ｘ
座
標

Ｙ
座
標

Ｚ
座
標

1
88

GR
ID

新
SC

加
工
痕

O
b

W
D
TK

2.
5

0.
6

1.
3

1.
6
10
0.
33
9
86
.3
56

21
1.
12
5

2
20
5

GR
ID

KU
使
用
痕

GB
A

6.
4

1.
0

8.
1

58
.0
93
.8
03

85
.3
87

21
1.
22
6

3
11
9

GR
ID

新
SC

磨
石

An
15
.0
4.
6
10
.7

10
53
.0
97
.6
82

83
.5
91

21
1.
10
4

4
19
1

GR
ID

KU
磨
石

An
12
.7
5.
2

6.
7

61
4.
0
92
.2
64

87
.4
54

21
1.
68
1

5
19
6

GR
ID

FB
礫
斧

D
a

14
.7
3.
2
11
.7

70
4.
0
93
.0
06

91
.2
20

21
1.
57
2

6
94

GR
ID

新
SC

礫
斧

D
a

11
.5
2.
6
11
.1

39
7.
0
95
.8
10

89
.5
20

21
1.
56
3

7
11
8

GR
ID

新
SC

礫
斧

D
a

15
.8
5.
5
10
.5

11
78
.0
10
0.
13
8
84
.9
72

21
1.
11
8

8
89

GR
ID

新
SC

石
皿

An
11
.3
5.
2

7.
7

59
6.
0
95
.8
89

92
.3
01

21
1.
66
9

遺
物
番
号

出
土
遺
構

層
位

種
別

状
態

石
材

接
合
番
号

重
さ

大
グ
リ
ッ
ド

Ｘ
座
標

Ｙ
座
標

Ｚ
座
標

51
GR
ID

新
SC

礫
A2

An
96
.0

9-
9

92
.0
18

91
.7
57

21
1.
77
5

52
GR
ID

新
SC

礫
B1
2

An
44
4.
0

9-
9

91
.9
21

91
.8
83

21
1.
74
8

53
GR
ID

新
SC

礫
B2

An
24
4.
0

9-
9

92
.1
93

91
.9
28

21
1.
88
0

54
GR
ID

新
SC

礫
B2

An
13
2.
0

9-
9

92
.0
10

91
.3
25

21
1.
83
8

55
GR
ID

新
SC

礫
B2

An
12
0.
0

9-
9

92
.0
52

91
.3
32

21
1.
80
9

56
GR
ID

新
SC

礫
B2

An
11
4.
0

9-
9

92
.3
50

91
.2
67

21
1.
74
2

57
GR
ID

新
SC

礫
B2

An
89
.0

9-
9

92
.9
56

92
.6
32

21
1.
76
2

58
GR
ID

新
SC

礫
C2

An
88
.0

9-
9

93
.2
16

91
.9
50

21
1.
67
0

59
GR
ID

新
SC

礫
B2

An
11
6.
0

9-
9

93
.0
10

90
.2
99

21
1.
58
6

60
GR
ID

新
SC

礫
A2

An
83
7.
0

9-
8

93
.0
69

89
.5
23

21
1.
77
2

61
GR
ID

新
SC

礫
B2

SS
H

28
.0

9-
8

94
.0
20

89
.4
84

21
1.
72
6

62
GR
ID

新
SC

礫
B1
1

An
19
.0

9-
9

95
.3
74

90
.3
26

21
1.
64
8

63
GR
ID

新
SC

礫
B1
2

An
64
.0

9-
9

95
.4
35

90
.5
81

21
1.
76
1

64
GR
ID

新
SC

礫
B2

An
87
.0

9-
9

95
.5
22

90
.3
41

21
1.
68
4

65
GR
ID

新
SC

礫
B1
1

An
59
.0

9-
9

95
.9
94

91
.1
94

21
1.
60
8

66
GR
ID

新
SC

礫
B2

An
13
5.
0

9-
9

96
.3
57

90
.6
93

21
1.
82
8

67
GR
ID

新
SC

礫
B2

An
16
7.
0

9-
8

95
.8
50

89
.0
94

21
1.
45
7

68
GR
ID

新
SC

礫
B1
2

An
12
7.
0

9-
8

95
.5
65

88
.6
19

21
1.
51
1

69
GR
ID

新
SC

礫
A2

An
27
6.
0

9-
8

94
.7
29

88
.1
97

21
1.
39
8

70
GR
ID

新
SC

礫
B2

An
21
6.
0

9-
8

94
.2
90

88
.2
66

21
1.
67
9

71
GR
ID

新
SC

礫
B2

An
23
6.
0

9-
8

94
.3
81

88
.1
84

21
1.
71
3

73
GR
ID

新
SC

礫
A1

An
31
1.
0

9-
8

94
.5
21

87
.7
61

21
1.
56
8

図
版

番
号

遺
物
     

番
号

接
合
       

番
号

調
査
区

遺
構

層
位

器
種

石
材

黒
曜
石
    
 

産
地

長
さ

(c
m
)

厚
さ

(c
m
)

幅
   

(c
m
)

 重
さ

(g
)

Ｘ
座
標

Ｙ
座
標

Ｚ
座
標

9
17
6

GR
ID

KU
石
皿

An
18
.8
7.
5
15
.2

25
63
.0
91
.3
44

81
.4
50

21
1.
12
5

10
28
5

GR
ID

KU
石
皿

An
26
.6
6.
1
19
.0

43
73
.0
94
.3
90

78
.7
84

21
0.
57
6

87
GR
ID

新
SC

剥
片

O
b

H
N
H
J

1.
6

0.
5

0.
9

0.
8
98
.0
13

84
.1
56

21
1.
26
4

10
7

GR
ID

新
SC

剥
片

O
b

H
N
H
J

1.
3

0.
5

1.
5

0.
9
97
.6
20

86
.6
18

21
1.
06
4

12
4

GR
ID

KU
剥
片

F.
H

3.
0

0.
7

1.
3

3.
3
96
.7
65

84
.2
99

21
0.
96
1

18
9

GR
ID

KU
剥
片

GB
A

2.
1

1.
2

3.
0

7.
9
91
.0
04

79
.1
77

21
0.
70
3

20
7

GR
ID

FB
剥
片

O
b

H
N
H
J

1.
5

0.
9

1.
8

1.
4
93
.5
84

87
.9
43

21
1.
40
3

20
9

GR
ID

FB
剥
片

F.
H

3.
3

0.
7

2.
3

6.
8
91
.8
26

92
.5
96

21
1.
79
6

21
0

GR
ID

FB
剥
片

O
b

H
N
H
J

1.
6

0.
3

1.
6

0.
8
93
.9
50

91
.0
12

21
1.
37
7

25
1

GR
ID

FB
剥
片

F.
H

3.
1

0.
7

2.
6

6.
8
90
.3
04

86
.8
12

21
0.
93
0

28
0

GR
ID

FB
剥
片

F.
H

5.
2

0.
5

2.
1

6.
6
97
.1
15

88
.9
08

21
1.
01
1

28
1

GR
ID

FB
剥
片

F.
H

1.
9

0.
8

1.
3

2.
5
93
.6
84

83
.7
13

21
0.
66
7

第
５
表
　
縄
文
時
代
土
器
一
覧
表
（
２
）

第
６
表
　
縄
文
時
代
石
器
一
覧
表
（
１
）

第
７
表
　
縄
文
時
代
石
器
一
覧
表
（
２
）

第
８
表
　
縄
文
時
代
礫
一
覧
表
（
１
）
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遺
物
番
号

出
土
遺
構

層
位

種
別

状
態

石
材

接
合
番
号

重
さ

大
グ
リ
ッ
ド

Ｘ
座
標

Ｙ
座
標

Ｚ
座
標

12
5

GR
ID

KU
礫

A1
An

48
1.
0

10
-8

10
0.
18
9

82
.4
41

21
0.
60
7

12
6

GR
ID

FB
礫

B2
An

27
67
.0

10
-8

10
0.
09
9

84
.7
74

21
0.
62
7

12
7

GR
ID

FB
礫

A2
An

79
9.
0

9-
8

99
.5
48

84
.7
81

21
0.
51
7

12
8

GR
ID

FB
礫

B1
2

An
58
0.
0

9-
8

99
.6
89

83
.7
55

21
0.
42
7

12
9

GR
ID

FB
礫

B2
An

78
5.
0

9-
8

99
.4
99

83
.6
70

21
0.
40
5

13
6

GR
ID

FB
礫

C2
An

16
6.
0

10
-8

10
0.
16
9

82
.3
17

21
0.
37
2

13
7

GR
ID

FB
海
浜
礫

SS
H

5.
3

10
-8

10
1.
61
0

82
.2
69

21
0.
43
6

13
8

GR
ID

FB
海
浜
礫

SS
H

17
.7

10
-8

10
1.
99
8

80
.5
06

21
0.
14
5

14
4

GR
ID

FB
海
浜
礫

F.
H

23
.5

10
-8

10
0.
68
2

83
.1
97

21
0.
20
2

14
5

GR
ID

FB
礫

A1
An

50
1.
0

10
-8

10
0.
06
3

84
.8
84

21
0.
58
7

14
7

GR
ID

50
海
浜
礫

A2
SS

46
.0

9-
8

97
.9
80

82
.1
27

20
9.
96
0

14
8

GR
ID

KU
礫

B2
An

88
5.
0

9-
8

95
.3
67

81
.9
28

21
0.
80
8

14
9

GR
ID

KU
礫

B2
An

80
1.
0

9-
8

95
.2
36

81
.3
74

21
0.
95
5

15
0

GR
ID

KU
礫

An
77
3.
0

9-
8

96
.8
95

81
.0
79

21
0.
63
2

15
1

GR
ID

KU
礫

B2
An

15
5.
0

9-
7

95
.0
32

79
.9
62

21
0.
86
4

15
2

GR
ID

KU
礫

B2
An

51
9.
0

9-
8

95
.7
21

82
.0
82

21
0.
91
1

17
7

GR
ID

KU
礫

B2
An

66
5.
0

8-
8

89
.8
66

83
.1
35

21
1.
00
4

17
8

GR
ID

KU
礫

B1
2

An
58
8.
0

9-
8

90
.0
32

82
.9
42

21
1.
08
7

17
9

GR
ID

KU
礫

B1
1

An
19
5.
0

9-
8

91
.9
97

83
.2
13

21
1.
11
3

18
0

GR
ID

KU
礫

B1
2

An
33
6.
0

9-
8

92
.1
10

80
.4
26

21
0.
89
4

18
1

GR
ID

KU
海
浜
礫

A2
Sl

10
.0

9-
7

92
.7
34

79
.9
06

21
0.
76
1

18
2

GR
ID

KU
礫

B1
1

An
9.
0

9-
7

93
.1
12

78
.8
89

21
0.
58
6

18
3

GR
ID

KU
礫

A1
An

88
.0

9-
7

92
.9
43

78
.8
88

21
0.
73
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愛鷹山麓（南より）

愛鷹山南東麓（南より）

▲

▲

▼

▼

ＰＬ．１



拓南遺跡（西より）

拓南遺跡（東より）

▼

▲

ＰＬ．２



愛鷹ローム標準土層（二ッ洞遺跡）

第１層　表土

第２層　新期スコリア層                     （新 SC）

第３層　栗色土層　　　                  　（KU）

第４層　富士黒土層　　　                  （FB）

第５層　休場層　　　　　                  （YL）

第６層　第０黒色帯　　　                  （BB ０）

第８層　第Ⅰ黒色帯　　                  　（BB Ⅰ）

第 10層　第Ⅱ黒色帯　                   　（BB Ⅱ） 

第 12 層　第Ⅲ黒色帯　　               　（BB Ⅲ）

第 13層　第Ⅲスコリア帯スコリア 1 （SC Ⅲ－ s1）

第７層　第Ⅰスコリア層　                  （SC Ⅰ）

第９層　ニセローム層　                  　（NL）

第 11層　第Ⅱスコリア層                   （SC Ⅱ）

第 14層　第Ⅲスコリア帯黒色帯 1     （SC Ⅲ－ b1）
第 15層　第Ⅲスコリア帯スコリア 2 （SC Ⅲ－ s2） 
第 16 層　第Ⅲスコリア帯黒色帯 2    （SC Ⅲ－ b2）

第 17層　第Ⅲスコリア帯スコリア 3～５（SCⅢ－ s3 ～ s5）

第 18層　第Ⅳ黒色帯                          （BB Ⅳ）  
第 19 層　スコリア層
第 20層　第Ⅴ黒色帯                          （BB Ⅴ）
第 21層　スコリア層
第 22層　第Ⅵ黒色帯                          （BB Ⅵ）
第 23層　スコリア層
第 24層　第Ⅶ黒色帯                          （BB Ⅶ）

第 25層　中部ローム

　　　　　ペアスコリア

ＰＬ．３

□ □ □ □ □ □ □ □

V V V V V

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲



休場層第１号・第２号ブロック（東より）

休場層第１号ブロック（南より）

ＰＬ．４



SX1 検出状況（南より）

ＰＬ．５

新期 SC層～ FB 層遺構検出状況（東より）



ＰＬ．６

SX1 半截状況（南より）

SX1 完掘状況（南より）



SX2 完掘状況（西より）

SX3 検出状況（東より）

ＰＬ．７



ＰＬ．８

SX3 半截状況（東より）

SX3 完掘状況（東より）



ＰＬ．９

SX1･SX2･SX3 完掘状況（南より）

新期 SC層～ FB 層遺物出土状況（東より）



ＰＬ．10

新期 SC層～ FB 層遺物出土状況（南より）

新期 SC層～ FB 層遺物出土状況（北より）



新期 SC層～ FB 層遺物出土状況（東より）

ＰＬ．11

新期 SC層～ FB 層遺物出土状況（東より）



休場層出土石器（ナイフ・ＲＦ・石核）

休場層出土石器（石核）

ＰＬ．12



休場層出土石器（接合資料）

第１群ａ類土器（上段～下段左）・ｂ類土器（下段右）

ＰＬ．13



第２群ａ類土器（上段～下段左）・ｂ類土器（下段右）

第２群ｂ類土器

ＰＬ．14



縄文時代遺構外出土石器（ＲＦ・ＵＦ）

縄文時代遺構外出土石器（磨石・礫斧）

ＰＬ．15



縄文時代遺構外出土石器（石皿）

ＰＬ．16



ふりがな たくなんいせきはっくつちょうさほうこくしょ

書　　名 拓南遺跡発掘調査報告書

副 書 名

巻　　次

シリーズ名 沼津市文化財調査報告書

シリーズ番号 第 101 集

編著者名 前嶋秀張

編集機関 沼津市教育委員会

所 在 地 〒 410-8601　静岡県沼津市御幸町 16番 1号　TEL055-931-2500 ㈹

発行年月日 西暦 2011 年 3月 10日

ふりがな
所収遺跡

ふりがな
所在地

コード 北緯 東経
発掘期間 発掘面積 発掘原因

市町村 遺跡番号 世界測地系

拓
たくなんいせき

南遺跡 沼
ぬまづしあしたかおのうえ

津市足高尾上 22203 140

35°09′39″ 138°51′22″ 20090420

280㎡ 駐車場整備日本測地系 ～

35°09′27″ 138°51′33″ 20090731

所収遺跡名 種別 主な年代 主な遺構 主な遺物 特記事項

拓南遺跡

集落跡 旧石器時代
（休場層） 石器ブロック 2 ナイフ形石器、加工痕のある

剥片、石核、剥片、砕片、礫

散布地 縄文時代 小穴 3

早期土器片（樋沢式、茅山上
層式）、加工痕のある剥片、
礫斧、磨石、石皿、剥片、砕片、
礫

要    約

旧石器時代

　休場層は、２箇所のブロックから検出された 33点と単独出土の 3点、合計 36点の石器群によって構成される小規模な文

化層である。石器組成はナイフ形石器１点、加工痕のある剥片１点、石核５点、剥片・砕片 29点である。石材組成は、第一

石材が富士川系ホルンフェルスであり、出土点数・重量ともに比率が高い。石器石材は、ナイフ形石器１点が黒曜石である。

石核と剥片の石材は富士川系ホルンフェルスが占める割合が高い。剥片剥離技術は、石刃技法を技術基盤として石刃・縦長

剥片を作出している。本文化層は、ナイフ形石器石器群の最も新しい段階に位置づけられると思われる。

縄文時代

　縄文時代の遺構としては、縄文時代早期に構築されたと推定される性格不明の遺構３基を検出した。遺物は富士黒土層か

ら栗色土層にかけて縄文時代の土器 55点、石器 20点、礫 179 点が出土した。土器は早期前葉の押型文と早期後葉の茅山上

層式と考えられる。石器は食料加工具と考えられる磨石 2点・石皿３点などが出土し、縄文時代早期に属するものと思われる。

これらの遺構と遺物から、本調査地点は縄文時代早期に食料加工具を用いる場として利用されていたと考えられる。

報告書抄録
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